

































































　よく知られるように，イギリスにおける新聞発行部数を見ると，The Sun（156 万 8 千部）や Daily 
Mail（142 万 6 千部）をはじめとするタブロイド紙が上位を占め，The Times（45 万部），Financial 
Times（18 万 5 千部），The Guardian（14 万 9 千部）などクオリティペーパーの影響力はその数
分の一にすぎない（2）。こうしたタブロイド紙上では，しばしば，人物をめぐるセンセーショナルな
話題の一環として，「怠け者」で「たかり屋」の福祉受給者を扱った記事や，福祉受給申請の増加











図 1「就労不能給付申請者の 75% は働ける」
（Daily Mail，2010 年 10 月 27 日）
図 3「福祉を受給する母親が 50 万ポンドの家を」
（Daily Express，2013 年 7 月 3 日）
図 2「イギリスに 400 万のたかり屋家族が」
（Daily Express，2011 年 9 月 2 日）
図 4「52,000 ポンドの給付，12 人の子ども， 
さらにもう一人…」
（The Sun，2013 年 10 月 10 日）
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図 5「痩せて鬱になって生活のために働くより，太ったままで福祉に頼るのが幸せ」
（The Sun，2015 年 1 月 14 日）
図 6「福祉のたかり屋の母親が 1 万ポンドのラスベガス旅行」















紙が大きく報道している（Clark1990 ＝ 1995,GoldingandMiddleton1984）。彼は 41 の偽名を使っ
て 36,000 ポンドを不正受給したとみずから語っている。こうした報道がサッチャーによる福祉削




で著名な Ruth Lister は，「他者化」をステレオタイプ化やスティグマ化を媒介としたメカニズム
として説明し，ヴィクトリア朝時代のイギリスで道徳を基準とした貧困層の分断がおこなわれてい









（4）　性道徳という観点から 10 代のシングルマザーに対するバッシングがおこなわれるという問題は，1990 年代の
アメリカと共通している。これをめぐる研究は多数存在するが，さしあたり拙稿（鈴木 2015a）を参照。また，イ










初版を出版したのは 2011 年であるが，すでに 2004 年頃からチャヴと呼ばれる白人労働者階級の若
者が，その振る舞いが道徳的に劣っているとして非難され嘲笑されるという事態が起きていた。
チャヴは荒廃した公営住宅に住む若者で，麻薬，飲酒，暴力といったイメージとともに語られ，た




　ジョーンズが批判したチャヴという戯画化された表象は，この本が出版された 2011 年の 8 月に
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こと，
……そして働ける者すべてに労働に戻らせる
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（ブロークン・ソサエティ）を修復する























　2012 年 2 月，イングランド中部のダービーで，11 人の子どもと暮らしていたミック・フィルポッ








　Daily Mail 紙（次頁図 7）は，フィルポットは愛人が子どもを連れて出ていったために失った月
1,000 ポンド以上の福祉給付をとり戻し，もっと大きな公営住宅を提供してもらおうとして犯行に





（11）　以下の説明は，TraceyJensen と ImogenTyler による分析を下敷きにしている（JensenandTyler2015）。





























あって，論争が必要だ。」（The Independent，2013 年 4 月 5 日，傍点引用者）
　キャメロン首相はオズボーンの発言を擁護し，「福祉は，勤勉に働く人々を助けるためだけにあ
り，生活上の選択


















という効果をもっている。Alana Barton と Howard Davis は，金融危機の後にリアリティ番組は
あらたな段階に入ったと指摘し，2009 年から 2014 年までの 17 の番組シリーズを視聴し，その傾
向を次の 3 つの時期に分けて分析している（BartonandDavis2018）。
　最初の時期の番組には，「救済に値する貧困層を慈善事業的にエンパワーメントする」という特
徴があるという。7 Days on the Breadline（ITV），Duchess on the Estate and Home Is Where the 
Heart Is（ITV），Gordon Behind Bars（Channel4），Football Behind Bars（Sky1）といった番
組で，必ず有名人が登場し，悔い改めた貧困層にアドバイスをする，という趣向である。登場する











的な選択であるとされるのである。Saints and Scroungers（BBC 1）や Nick and Margaret：We 
All Pay Your Benefits（同）という番組では，タイトルどおり尊敬に値する貧困層と値しない貧困
層が対比的に描かれ，これもまた striver（努力家）と shirker（怠け者）の分断を煽る言説を構成
している。
　そして 2013 年，Channel 5 が始めた “... and Proud” シリーズによって，「尊敬に値せず矯正不
能で恥知らずな貧困層を嘲笑する」という図式が現出する。On Benefits and Proud に始まり，
Shoplifters and Proud，Pickpockets and Proud，Football Hooligans and Proud，等々とつづく一
連のシリーズは，登場人物の「恥知らず」な振る舞いに焦点をあて，視聴者に貧困層とは恥知らず
な存在であり，福祉の申請は恥ずべきものであるというメッセージを植え付けようとする。














が，彼は，2004 年に社会正義センター（Centre for Social Justice）という右派系シンクタンクを
設立している。社会正義センターは 2007 年に発行された報告書「イギリスの崩壊」（Breakdown
Britain）において，家族の崩壊，失業，教育の失敗，経済的依存，債務と依存症という 5 つが，
「貧困への道」（pathways to poverty）であると特定している（Duncan-Smith 2006）。しかし，こ















時期（2010 ～ 2016 年）に，福祉給付や失業をめぐる世論はどのようなものであったかを検証した
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